
‘



昭和52年9月15日第29号 ○FFSHORE I|緋Ⅱ52年7112111第｛郁郵便物認ﾛ「

アドミラルズ・カップ

観戦記

強風の追手一「都鳥」

NORC専務理事大儀見薫
強風の追手一「

今回のアドミラルズ・カップ・レースの日本チーム

の「チーム・キャプテン」として参加し，「都鳥」の岡

崎オーナーの厚意により第1回のインショア・レース

に乗艇させてもらい，更に，あと2つのインショア・

レースは報道艇で至近距離から取材しながら，レース

展開の全般を観戦することができた。

この他,RORCの関係者，ヒース氏の紹介で｢都‘畠」

に乘った,RORCのViceCommodoreも務めたことがあ

り，今回優勝したイギリス・チームの選考委員も務め

たDr.Grenilleを初め，多くのトップ・レーサーと話

し合うことができた｡まさに，「百間は一見にしかず」

で，現在の世界一流の外洋レーサーが勢ぞろいし，非

常に難しい(あえて厳しいとはいわない）条件のソーレ

ントで連日鐺を削る場面というのは滅多にないだろう。
ファストネットはアドミラルズ・カップ以外にも多

くの艇が参加し，合計290隻の大艦隊となったが,全く

の無風状態が何日にもわたって持続し，ファースト・

ホームのマキシ・ボートのBallyhoo(オーストラリア）

ですら5日7時間以上かかるという，最近では一番遅

いレースの珍記録を残すことになった。

参加19チームの内，初参加は日本とポーランドだっ

たが，仲良くそれぞれ最下位の18位，19位に終った。

優勝は最後のファストネット・レースでの点数が3

倍に計算されることもあって，この結果が確定するま

では決まらないという，接戦を演じたが，結局地元の

イギリスがロン・ホランドの新しい設計のMarionette

(R=34.3ft)とピーターソンによるMoonshine(R=

|こりでクロスするVanguardとImp
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33.3ft)がそれぞれ素晴らしい働きをし，や、弱かっ

たYeomanXXをカバーして優勝した。

2位はファストネットで優勝し，抜群の走りを見せ

た，同じくロン．ホランドのImpを先頭に,BayBea

（チャンス),Scaramouche(フレールス）のアメリメハー
・チームが取った。

そして3位は大健闘の香港という結果となった。

参加艇とそのデザイナー

57隻の参加艇はレーテイング32フィートの2トン・

クラス前後に集中し,RORCのルーム会長も，主催者

側の意図が，このシリーズを2トン・クラスを中心と

したものにすることにあると明言していた。

デザイン的には上位艇群に常に2，3隻は姿を見せ

ていたロン・ホランド，それにピーターソン勢が注

目された。数年前まで圧倒的な強みを見せていたS&

Sは日本の2艇を初めとして数としては11隻と，フレ

ールスの11隻と並んで最多数だったが，ドイツのDuva

（1975にもドイツチームで参加）と1975年にMandrake

の名の下にイタリア艇として参加したスペインのAzahara

が時には良い走りを見せた以外はあまり問題にされな

かった。この現実はやはり，現在の外洋ヨットデザイ

ンの急速な発展を物語るものだろう。

ﾁｬﾝｽのデザｲﾝはｱﾒﾘｶの新しいBayBeafA~､
けでややさびしかったが，このBayBeaはセンター

ボード艇で，舵も引き上げることができる等の特長を

持ち，木造，ニス仕上げの非常に美しい艇であり，素

イギリスのMarionette
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ンプの多用により，自在にベンドさせてセールの効率

を最大限引き出すことを重視して艤装を設計している

のが目立っていた。

比較的小さなカウズのアドミラルズ・カッパー專用

のポンドに林立するマストの中で「都鳥」と「サンバ

ード」のマストがそそり立つ煙突のように太く，いか

つく見えたものだ。

ナビゲーションとクルーワーク

ソーレントの強い潮流のため，インショア・レース

では、我々が今まで殆ど経験したことのないようなタ

クテイックスが要求され，ゴミッテイーが意図的に逆

潮の上りコースを'肘に設定したため，この逆潮の比較

的弱い所を求めて，浅瀬の上をギリギリいつぱいまで

突っ込み，キールが底のドロを引っかきながら，タッ

クをする状況は驚きだった。

逆に，これがうまくやりこなせる艇でないと，その

分だけ潮で後に持って行かれてしまい，勝目がないと

いうことになる。このため，各艇とも測深器の精度

に大変神経を使い，測深器の測定する水深を（サウン

ダーのハルの取付け位置，ヒールアングル等を勘案し

て）細かく記録し，水深表示メーターもデッキ上だけ

でなく，チャート・テーブル付近にも配置していた。

測深器とニラメッコしながら40フィート以上の大型

艇群が，水深3メートル位の所を交互にショートタッ

クでせり合って切り上っていく様は全く壮観だった。
しIヤ

外洋の時化の海を，波にたたかれながら進む豪壮さは

ないが，別の意味でぞくそ.<するような研ぎ澄まされ

た凄さがそこにはあった。

まさに寸秒を争うこの状況でのナビゲーターの役割

は決定的であり、同時にスキッパーが一人で全般的指

揮を取ってやる通常のやり方では間に合わないことも

明確だった。

つまり，ナビゲーターと，ヘルムスと，セールトリ

マーがそれぞれの分野を受けもって，緊密なチームワ

ークを維持しながら走らせるということが勝つための

絶対的な条件だろう。勿論クルーが一身同体でコック

ピットからの指示に応えて機敏に動かなければならな

いことは云うまでもない。

晴らしい走りを見せ，第3のインショア･レースのスタ

ートでのトラブルで失格となっていなければアメリカ・

チームが優勝ということもあり得たといった活躍で，

量を質で補って余りある働きをした。

今回のシリーズで「予想外」の大健闘をして3位に

入った香港チームも，点数が2倍に計算される，チャ

ンネル．レースでLaPanteraのスピンが風下のアイル

ランド艇のシュラウドに触れたため失格とされていな

ければかなりの差でトップを走っていただろう。

香港チームの3隻はピーターソンのContessa43の初

号艇である上記のLaPantera(R=33.9ft)の他，唯

一つのカーターデザインでプロダクション艇である

WhiteRabbit(R=31.7ft)と，これも唯一つミラー・

ホイットワースから独立したデュボイスの設計による

Vanguard(R=31.4ft)であったが，いずれも見事な

走りで，あわや大番狂わせを演じるところだった。

へこの香港チームの内,Vanguardは香港のヨット造船
所の中国人社長がオーナーであり,WhiteRabbitは馬

さんという，日本語の達者なやはり香港在住の好青年

の艇である。

今回のアドミラルズ・カップで一番注Hされたの

は，やはり，前述のロン・ホランドのImpだろう。本

年初頭のSORCで31.0ftのレーテイングながら，並み

いるレーテイング32ftの2トン勢に走り勝って優勝し

た上での参加だから当然といえるだろう。

Impはゲーリー・マルが設計し，ニュージーランド

でロン・ホランドが，未だデザイナーとして独立する

前にその建造を手伝ったImprobableの後継者であり，

今回のシリーズでもトップ・ボートの実績を残した。

特異なアルミ・パルプの内部構造で強度を持たせて

いることもあって，早速，「バイオニック・ボート」

と呼ばれるようになっていた。しかし，特別Impが変

っていたわけではなく，このバイオニック・ポートは

今回のアドミラルス・カップのトップ艇群に共通の特

へ長謹蟄嚇懸蕊緋制‘,た蕊直験ハル
のラインズに長い水線長と大きなセール・プランとい

った考え方は完全に定着していたといえる。更にこの

大きいリグを支えるマストは一様に細くなり，油圧ポ

口
■
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マーク廻航の「サンバード」と「BBⅢ」

辮雛；｡？

磯X篭:､露
宮蕊蔑秘 〃
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議蕊零識騨驚 感漁



昭和52年91115日第29号 ○FFSHORE○RE'/{fll52il;7112!Ⅲ輔櫛郵仙物認‘!I

廻りが利かないため，浅瀬でのショート・タックで

は最初から大きいハンディを背負っていたことになる。

3．設計としては約6年前のものであり、S&Sの後

退にも見られるように，現在のトップの水準から見

ると，一世代か二世代前のものであり，艇が重く，

加速が遅く，全体として走り負けする場合が多かっ

た。

4．上記とも関連するが，リグ及びセール，そしてセ

ールトリムの上では細いマストを大きく曲げてセー

ルの効率を上げて走る等の世界の外洋ヨット界の大

きな発展からは，や、取り残された感じが否定でき

なかった。

5．クルーの編成上,ナビゲーター，ヘルムス，セール

トリマー，フォアデッキのチーフ等の役割の明確化

と有機的なチーム・ワークを計る上で未だ工夫の余

地があると思える。

6.全体として,2ﾄﾅー を中心とした,いわゆるアヘー
ドミラルズ・カツパーの艇群の出現と、このクラス

の日本での発展がないと，なかなか．国内予戦を斗い

抜いて鍛え上げられて出場してくる外国勢の水準に

達するのは難しいと思われる。

以上，今後の検討課題としての大まかな問題提起に

過ぎない。イギリスでは殆どの人が異口同音に「日本

は良くやって来た。近い將来必ず優勝を狙う強敵とな

るだろう。日本人は必ずやる」といっていた。なまじ

お世辞とも思えない。

戦後日本の高度成長と世界の最高水準の製品を引っ

さげての輸出攻勢を目の当りにしている欧米人として

は，外洋ヨットで日本が近く先進国にならないはずは

ないという，確信のようなものを持っているようだ。

いささか面映ゆい限りであるが，これだけ期待されて

いるということは大変嬉しいことだ。

職鷲蓮蕊へ
V｣旧本船舶振興会会長に深く感謝したい。

日本の外洋ヨットは世界でもや、井の中の蛙的な存

在であるが、国内でも未だなかなか一人前のスポーツ

として「認知」されていない。こういった状況の中で

笹川会長が大きな熱意でわれわれを励まし，精神的に

も活を入れてくれたことは大変有難いことだった。

カウズでは日本の各艇に対し，満足なお手伝いもで

きなかった上に，「都鳥｣の岡崎さんには，期間中かえ

って居候させてもらい，たいへん感謝している次第で

ある。

全体としてクルーワークのレベルは全く見事だった。

一寸したチョンボはすぐ決定的な差となって現われ，

しかも，遅れてしまったものを取り返すことは至難の

技である。ヨット・レースというものは勝つべくして

勝つものであり，負けるべくして負けるものであると

いうことが，改めて強烈に印象づけられる，厳しくも

兄事なクルーワークだった。

3回目のインショア・レースで，スタートからフィ

ニィッシュまで,アイルランドのBigAppleとイギリス

のMarionetteのホランド設計の姉妹艇が,40マイル近

い強風の全コースを通じて,100メートルと離れずに

壮絶なせり合いを演じながら，いずれもミスらしいミ

スもなく走り切ったのは圧観だった。

若干の教司||と今後の課題

日本チームの成紬に関しては19チーム中18位では文

字通り惨敗と素直に認めることから出発（というより

再出発）すべきだろう。

今回の日本の初参加は3人のオーナーの絶大な努力

と熱意によって初めて可能になったものであり，先ず

レース成紬の如何にかかわらずこの大変な事業をやり

遂げたことに対して最大の敬意を表したい。

同時にこれは日本の外洋ヨット界が全体として殆ど

今回のレースについて何もしてやれなかったことの深

刻な反省につながるものだということもはっきり指摘

しなければならない。

レースの成紬が芳しくなかったことは，今回の初参

加の意義を無にするものではなく，参加者は勿論のこ

と，日本の外洋ヨット界全体にとって大変得ることの

大きかった貴重な体‘験だったことに変りはない。

むしろ，この得難い経験を今後にどう生かすかとい

うことが最も大切な勘所ではないかと思う。「敗軍の

將，兵を語らず」といわれるが，この際むしろ，大い

に兵を語ることで，日本の外洋ヨットが一日も早く世

界の一流に互して充分太刀打ちできるようにする必要
があるだろう。

各艇のメンバーが帰国して間もないので，直接全レ

ースに加わっての経験をふまえての突込んだ総括は今

後の課題として取り上げることになるだろう。ここで

はとりあえず，大わくで感じた問題点を提起しておき

たい。

1．事前の調査はもっと徹底してやる必要があった。

ソーレントは勿論のこと，ファストネットにしても，

われわれが通常レースを行なっている海域の条件と

は根本的に異っており,それに伴って艇艤装，ク

ルーの編成，特にナビゲーターの問題等について，

勝つためには現地の条件に合せた作戦と手配が必要

であることは行って兄て痂感したことである。

2．「都鳥｣，「サンバード」の場合はその意味で，艇
が大きすぎ､たのではないか。つまり，アドミラルズ

、カップの｜限の艇であり，ドラフトも深く，かつ小

(4）

｢ア膵三ラルズ・カップテレビで放映」
91122日、「木曜スペシャル」の癬組で．n本チーム

の健闘ぶりを放映します。1930～2100全国ネット
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RACENEWS

●第18回鳥羽パール・レース

●第4回江の島一清水レース

●江の島フリート主催相模湾ポイント．レース

●NORC近畿北陸支部ポイント．レース

第18回鳥羽パール・レース
帆走委典長富川則之

盛夏典型的な夏型気圧配置。

NORCで最も楽しいレースとされる鳥羽パール・

レースも，その人気を反映して、今回は120艇を越え

る大フリートとなりました。

近年，良い風に恵まれ早いレース展開と年毎に更新

されるコースレゴード,150浬をワンオーバーナイト

で走るレースが通念となったこのレースも．今回は数

年前の微風のパール・レースに逆戻りして、弱風と御

前埼・石廊埼付近の複雑な潮に苦しめられるレースと

なった。

7月29H1000参加121艇が鳥羽を一斉にスタート。

運輸大臣賞、パールカップはじめ8つのカップにその

覇を競った。

7月30H1611511n07s(所要時間301151mO7s)
近畿北陸の新鋭ワントン「美濃」がファースト・ホー

ーム。

IOR総合優勝は78年Q.Tonワールド．カップを

うかがう小艇「AGUAAZUL」。

NORC-Nクラスでは東海の自作艇「サイキ」が

優勝した。

7月2911東の風2～3m､スタート30分前に菅島

南海面にスタート・ラインが設置される。

今回は121艇の大フリートのクローズホールド・ス

タートとなり、スタート・ラインは充分な間隔がとら

れた。

1000スタート下手有利のクローズホールド，全艇

オールフェアの一線スタート。上手からスターボ､－ド‘

アプローチ艇も，直後タックをし，全艇沖出しの型と

なる。

スタート後30分頃，風は一時Sにシフト。すかさず

数艇タック。さらに風は確実に南に回り，徐々に風力

を塒し4～5mに安定。各艇つき顛つぎとタック，リー

チングで小網代に向けて快走して行った。

2メガ船舶無線による2100のロール・コールによれ

ば，御前埼付近を「CONTESSAVI_」が先行。岸寄

’

ー

弓羽レース・スタート

り4浬後方に「CONCORDV」さらに「SURUGA」

「VINDFEMPE-DEL」と続き先頭グループと成って

快走の模様。

岸寄りのコースが艇足が良くのびている様である。

明けて7H30日0800フイニイッシュ側コミヅテイ得言
一はワッチ体制を組む。小網代湾から兇た相模湾はS

4～5mの快風模様。

0900のロール．コール。まだトップ・グループと思わ

れる｢CONTESSAⅥ｢ILLUSIONWPULUME
RIAm」等数艇が石廊埼南1.5～4浬とのこと。

更にその後の情報では,1000頃，石廊埼付近では風

弱〈逆潮等に妨げられ，予想外に艇速がのびていない

事がうかがえ，トップ艇のフィニィッシュは早くて昼

過ぎ，概ね夕方近くになる事が推定できた。

1635｢VINDFEMPE-DEL｣よりフィニィッシュ1

時間前の予告有り。コミッティー．オールハンズ.／､／

1645特徴あるスターンにハーフリグの「美濃」が

網代崎をかわしてフイニイツシユして来る。16h51m07s
でファースト・ホーム。続いて17h37mO2s｢VIND
FEMPE-DEL｣17h42皿25s｢CONTESSAⅥ」と続
き,10～20分間隔で続々フィニィッンュ。

1900まで10艇。2000まで15艇。

ｸﾗｽI~Ⅲの大型艇に混って,H.Tonの｢RE

DSHARK皿が1943に13着。Q.Tonの「AGUA

AZUL」が2029で18着。修正結果では総合優勝の可

能性充分と見られた。

続々 とフィニィッシュはつづき2200まで27艇｡2400

まで35艇。明けて31日0200まで65艇。

0400まで95艇｡0700まで131艇で一息ついて．最終

艇「ONDINE」が31日11h40m33sにフイニイッシュし
てレースを終了した。

(6）

今回6艇のDNF艇が出た。

「ALPHAⅡ」に急病人2名が発生｡7月30日0244

リタイヤ，御前埼港に緊急入港した。原因は昼食によ

る食中毒気味とのことであった。30日の1400～1700

に下痢，加えて夜半に発熱したのでレースを断念した

とのこと。夜半のことでもあり処置に窮し救急車によ
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畠羽パールレース出場艇の構成推移り入院となった。

（その後､8/11100無事退院したとのこと)。

謂磯での座礁がl艇。油壺の定置網に乗り揚げが1

艇。いずれも関東水域の艇であり,かえって東海・関西

水域の艇にこれ等のトラブルが無かったことは，日頃

通り慣れた水域であるための油断が原因ではなかった

でしょうか。今後の教訓として頂きたいと思います。

他の3艇は無風リタイヤとのことであった。
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今回のレースを顧みて，何よりも有難く，又心強く

感じました事は．スタート側．鳥羽市．海上保安部，

観光協会，漁協の皆様に，鳥羽パール．レースに非常

に深い関心と温かいご理解を頂いている事であります。

今後とも、地元のご温情により，この伝統のレース

が益々発展する様願っております。

また，今後の一提案として，例年鳥羽市では7月25

へ日前後に鳥羽みなと祭が，盛大に催されています。鳥
羽パール・レースもこれ等の関連行事のひとつとなる

様なレース日程等の検討をされることも一考かと思い

ます。

副帆走委員長尾崎功

7月29日天気快晴。シーボニアから見る相模湾は

南の風4～5m･石垣島東に台風があるが，鳥羽レー

スらしい安定した気圧配置である。1500スタート側

コミッティーと最終連絡をとり，受け入れ準備を始め

る。2100のロール．コールでは，トップ艇が御前埼S

E3M－まずは順調なレース展開だ。この風なら夜

明前のフィニィッシュは無いと思えたが,昨年の事も考

え、万全を期して2230コミッテイー･ボート「きんばち」

を更航し,フイニィッシユ・ラインを設置する。翌朝のロ

ール・コールでは先頭艇団がやっと石廊埼へ到達。

小網代付近は夜半にも4～5m吹いていたが，御前

埼一石廊埼付近は完全に落ちてしまったのだろうか。

ゴミッティー一同拍子抜けし，夜戦に備えて暫しの休

息にはいる。1530「あさどり」からの報告では｢現在神

子元島MOG0．.西に30艇.10M前方に20艇視界内にあ

り｡｣これは第2艇団らしい｡三崎ヨットからのファース

ト・ホーム艇の連絡を待つが、電話はフィニィッシュ

の問合わせのみ。

「ファースト・ホームは何ですか｡｣－（まだ一杯

もはいってません｡)「あの－，○○はもうはいりまし

たか｡｣－（まだです｡）「××は何時ごろゴールする

予定ですか？」－(わかりませんね－。）「もう何杯は

いりましたか」－(一杯もはいってません｡）「えっ〃

まだですか。新聞の予想では明け方ファースト・ホー

ムすると書いてありましたが｡｣－（…．．……･…。）

1645ついに来た〃「VINDFEMPE-DEL

l時間後にフイニイッンュ」の報に俄に緊張する。網

代埼をかわしてくる最初の艇は，はたしてrVIND」

かと見守るが,なんと江の島寄りからスターボード‘タ

ックでフイニイッシュ･ラインに向かっている艇があるで

はないか.／夕陽の逆光の中でやっとセールNO.を確認。

2-0-8-0.16h51mO7s「美温がファースト・ホームす
る。以下｢VINDFEMPE-DEL｣｢CONTESSAⅥ」

と続き．第1艇団は21hO6皿27sにゴールした着順22位の
「吉雲」まで。この艇団は30日の1200までに石廊埼

を回航し，クラスⅣ～Ⅵでは後続艇団を約2時間引き

離している。微風と逆潮の石廊埼回航が勝敗の分か．れ

目となった様である。2100～2200ごろまでは3～4艇

レース参加艇の浜辺浦泊地につきましては，今回は

最大の参加艇数，更に例年に比べ．艇の大型化とが相

俟って収容限界に近く，混乱の恐れもありましたが，

皆さんの正しいマナーとご協力により、トラブルもな

く秩序正し<整理されました事に感謝致します。一面，

今後更に参加艇の増加もさることながら，益々大型艇

の構成比増が考えられ，これ等を加味した泊地の検討

が必要であると思います。

前夜祭パーティーは参加費等も例年通りとし，又参

加各艇につき1名のご参加をお願い致しましたが．多

・数のご参力I1と盛り上りのなかで，楽しく鳥羽での再会

と歓談の場を得られました。

更に，これは理想として．NORC所属のおよそ750

へ艇の内,120艇が参加する鳥羽パール．レースの実態
と意義から．帆走競技そのものは別として，スタート

側では鳥羽市はじめ東海支部あげて送り出し,フィニィ

ッシュ側では本部・関東支部により迎えて頂き，フイ

ニィッシュ後.表彰パーティーを中心とした,NORC

あげての夏の祭典として鳥羽パール・レースを催され

る事が，このレースをより盛大にし,更にNORCが益

益発展していくためにもよいと思います。

今回の帆走委員会が構成されたのは．タイム・リミ

ットに僅か1ヶ月に満たない7月に入ってからで、充

分な準備、研究期間が得られませんで､した。浅学非才

の私を超人的なご協力でご支援下さり．無事レースを

終える様お導びき下さった，計測委員会，通信委員会

諸氏．事務局，そして帆走委員諸氏に厚くお礼申し上

ます。

(7）
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ハラハラとはいっていたが,2300を過ぎるとラッシュ

はピークを迎え，コミッティー．ボートも陸の本部も

休む間もなく，計時,記録計算に追われる。不思議なも

ので15～20艇まとまってくると15～20分間隔があき、

計算に便宜を図ってくれる。その後もゴールはいつ果

てるともなくエンエンと明け方まで続き,0642までに

113艇フイニイッシュする。（6艇はリタイヤ)｡残る2

艇のうち「NEPTUNE」が0910にはいってからは，記

録の整理をしながら最終艇を待つ事2時間半。トラン

シーバーを通してコミッティー・ボートの歓声が聞こ

える。今までの数字だけの事務的な声から一オクター

ブ高<「最後のレース艇が見えました〃」11h40In33s
Nクラスの「ONDINE」のゴールをもって第18回鳥羽パ

ール・レースは大したトラブルもなく無事終了する。

最後にフィニイッシュ担当ゴミッティーとして気づ

いた事。

(1)フィニィッシュ後の江の島での停泊を事務局に依

魎しておきながら，何の連絡もなくキャンセルした艇

が多数ありました。もっと‘|真重に行動して欲しいと思

います。（2航海灯の赤．緑を逆に燈火していた艇があ

ったそうです。（ほぼ同じ所を走っていた2艇から報

告がありました。）信じられないような話ですが，こ

の紙面をかりて警告しておきます。
一一アーニェニー且~＝一一一一誼一T一一一戸一T一_T一一丁一一r--て‐-『--

烏羽パールレース出場艇の艇長コメント

2080美濃箭田正輝

スタートは下手からジャストにスタートしました。

2艇身程下に「桃太郎｣，うしろに「チヒロ」等と先行

しました。

スタート後，風は東から南に振れ，すかさずタックし

した事が成功した様で好ポジションを得ることが出来

ました。

我艇は，リーチングに強い艇で，御前埼から石廊埼に

かけて一時「コンテッサ」をリードすることも出来

ましたが．やはりスピン帆走では「コンテッサ」が早

く，抜き返されてしまいました。

夜H)Iけとともに，前方岸寄りに石廊崎に向かって「コ

ンテッサ｣，うしろに「チヒロ」「イリュージョン｣「ビ

ンド」らしきスピンを確認しました。

石廊埼回航は，弱風と逆潮により，2～3ktの艇速な

のに距離がかせげず苦労しました。

30111000ER,一時北寄りの吹き出しをスピンでつかむ

ことが出来，上手く逆潮を抜け出すことが出来たこと

が勝因だったようです。

1816REDSHARKII関根久

勝つため，勝てるフネ，勝てる乗組員をつくり，自

分を信ずることにしています。

12年～17年，一諸にやっている岡田，国方はじめ乗

貝5名がチームー丸となって全力投球しました。コー

スは数日前から風向，潮など色々研究しましたが，御

前埼までは南3M位をねらって直線を引き，石廊埼は

離し．神子元島は外500～1000mから大島へ一線を引

きました。

今回のレースでは，コース・ディレクターが大変有

効でしたが,フランカー，シューター等も大変効果が良

かったようです。

コミッティーの皆さん大変ご苦労様でした。しかし．

小網代の網だけではなく，油壺の定置網にもライトを

点灯することや，レース成績表等ただ掲示するだけで

なく，まとまり次第レース速報としてCopyを配布し参

加の皆さんにサービスされると良いと思います。

貞道盛孝2134AGUAAZUL

スタートは一番下アウト・サイドからポートで出た

が,風がsにシフトしたので苦しいスタートであった。へ
風はだんだんSに振れているので即タック，岸に向け

たら60。のコースが引けたので，ず一と，そのコース

でガマンしていました。その内90．まで引ける様にな

り，そのまま御前埼に1本コースを引きました。

御前埼から石廊埼にかけては100。～110。を取った

が，石廊埼付近は例年になく潮が複雑で沖に出された

り逆戻りされたり，苦しかった。

今回の艇はアビーム，微風に良く走りました。今年

の予選にはこのフネで走るつもりです。

今回の19.1ftは他のQ.Tonと比較すると大きなレー

ティングなので他のQ.Tonが追っ掛けてくる事が気

掛りでした。他にワントンが微風の中でも予想以上に

良く走った事が印象でした。

今回，予想以上の時間がかかり，食料のつみ込みが

少なく，神子元島以後は水だけでガンバリました。

＊ ＊＊

秋田トロフィー（ファースト・ホーム）
へ

…･………･･2080美濃

パールカッブ;運輸大臣賞（総合優勝）

……………2134AGUAAZUL

IOR1位･……･…･………･…･2134AGUAAZUL

IOR2位・……､．････…………2080美濃

IOR3位………………･…･1816REDSHARKII

シーラ杯(IORI～111)･･……2080美濃

鳥羽市長杯(IOR)….｡……2074CRANEIII

鳥羽市観光協会長杯．．……･…1866REDSHARKII

バレリーナ.カップ･…･･……2134AGUAAZUL

メール．エスプリ杯･･………･1708SAIKIII

尚，ファースト・ホーム賞及びIOR総合優勝艇に

御木本真珠島より副賞が授与されます。

(8）
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レースの舞台うら
毎年100隻以上のヨットが鳥羽に集結して繰り展げ

られるパール・レースは,150浬という恰好の距離と7

月下旬という時期とスタート地点が，関東と関西勢と

もに異論がないという地理的な条件も手伝い，それに

全国各地のヨット仲間が親善を図るという意味も含め

て,NORCにとっては正に最大のレースである。

この様な，とくに参加艇数において大レースとなる

と準備は相当早めに始めても早過ぎるということはな

いが，富川さんが帆走委員長に決定し，具体的に極め

て徴密な計画を東京に持ち込み本部レース委員長の周

東さんと打合せして懸案事項の一つ一つを固めたのは

7月初旬であった。

鳥羽パール・レースは運輸省後援のレースであるが，

この後援名儀申請を海運局総務課に提出すると,「今年

は現行の海事法規上とくに問題点はないでしょうね｣と

担当官からこのような質問を受けて，出場予想艇を対

象に船舶局・船員局と連絡を取り乍ら運輸省後援の承

認を大臣名で貰っている。ここでチェックされるのは

主として総屯数20トン以上のヨットの場合の職員資格

について取り上げられているが，内種航機士以上の免

許はヨット仲間からは取れない様な職員法の現状を早

く改めてもらいたいと，大レースのたびに痛感してい

る。

100隻以上のレースとあって第4管区海上保安本部

ロール･コール･ポジション

（9）

山口久次

(名古屋)では7月20日発行の航行警報にレースの必要

事項を関係船会社に，また71126I1にはll本船主協会

からファックスミリを肺えている剛ti]:'l'の大型船舶l刺

けに，レースの慨甥を夫々旭繩して頂いた。

それにもかかオノらず神子元島と大島の間では夜間に

なり下田から風早埼寄り，爪木埼寄り或いはその中間

コースを選んだ艇は,ibIれもブィニィッシュ地点に近

づくにつれてSSE,SE,ESEと左に変る風を右舷に受

け乍ら，トップクラスのグループは別として，30日の

夜は大半の艇が本船航路と併行，或いは僅かにクロス

して進んだため,本船もそしてヨットも夫々苦労した様だ。

第18回という伝統と，出場艇が121隻という二つの

重荷は並大低ではないc帆走委員長のメモには関係先

への挨拶状，会員への周知方法，鳥羽と三浦半島の泊

地確保，フイニィッシュ地点への進入コースについて，

その他一杯。

帆走委員長の富川さんは29日コミッテイー･ボートから

レース本部に引揚げ,参加人員数の総決算が済むのをま

って鳥羽から其侭自動車でシーボニアに直行し，翌30

日には定時交信での食中毒の艇の状況が気になり，月

光ハウスにある「三崎局」まで出かけて，なおかつリ

タイヤ艇の連絡先に電話して漸く気が落ち着いた様で

あるが，それにしても期間中5キロ体重が減った由，

鳥羽のコミッテイーの皆様は本当にご苦労さまでした□

／

〆

●

イ
○

－－フ

,〃
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必

四

’
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第18回鳥羽パール・レース成績表
帆走委員長富川則之NORC1977年度

＊公必、
小』じ’ロ

順位

修正時間

（秒）
石廊埼

回航

フイニッンュ

タイム
所要時間 TCF着順名 rYP掴艇
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修正時間｜総合石廊墹

II1IJt
七
番

フ
々

ル
ロ
石

ニッンュ
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1ム
クラス順位 篇順艇 名 所要iI､¥間｢YPI

(秒）’11偵位
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翻車魚 41－02－59 0.6843 101125 41F727B 1415 03－02－59 841］ 1936

101249 4241－10－20 0．6831潮路一SUN F727A 1540 03－10－20 8712 1652

(11)



○FFSHORE 昭和52年7112111第樋郵他物認可昭和52年9月15I1第29号

修正時間

（秒）

合
位
総
順

石廊墹

回航

セール

番号

フイニッンュ

タイム
着順 所要時間 TCFプラス順位 名艇 TYPE

41L18'24s03L18L24s 470．6843 101758Ⅵ13 PASSAT 1535 89F727B1855

41－09－48 0．6878 101923 50YosHIKom 03－09－48 861888 CHA24a 154714

９
３
２
５
３
０
２
５
１
１
４
４

0．6854 102130 532137 ANNEMARIE VFLA24B

OCN25A

1300 03－23－29 9215

0.6843 103091 561723 ARIADNEU 1519 03－50－53 95随
一
Ⅳ 6342－23－58 0.6843 1044501953 VINI)-TOO 1900 04－23－58 97F727C

6642－35－00 0.6843 1049031458 04－35－0018 1966 St・APOLLONIA N24B 1M

710．6913 1059172006 LECEILH BIA26A 1540 04－33－35 99 42－33－3519

106405 740.684320 FORSALE 1730 05－11－36 43－11－362114 N24D 106

0.6795 107040 79みずなぎどし） 05－45－28 43－45－2821 1401 ECUMC 1640 108

0.6901 110260 8844－22－5422 2019 MORANBONG S26A 1450 06－22－54 111

97192NORC-N(1） 37－21－44 0.7226サイキll BLACK－SOO 1130 23－21－44 321708

② 0.6637 97897'韮．『云骨
H1屯 VAN24B 02－58－23 82 40－58－231044 1527

98394BW24A 02－13－25 68 40－13－25 0．6795④ AKU-AKUH

BLUEDUCKS

1350657

0.7248 10406701－53－01
戸n

o。 39－53－01笹 1749 NOL30A

YA33B

1415

皇
38－40－55 0.7530 104859NACHIW 1356 00－40－55 425 2033

10636343－01－54 0．6866cHuBIRINKom6 2151 N26A 1617 05－01－54 103

42－32－53 0.6947 106409７ 2126 SCALLOP YA25A 1558 04－32－53 98

0．7630 107448海猫 39－07－04YA33B 1353 01－07－04 488 2116

10792242－－39－43 0．702704－39－43f9 1667 BONITA BIA26A 1545 102

44－42－48 0．6711 1080252081 CRAYFIsHm OCN22A 1730 06--42-48 11310

109879CORSAIRI 42－37－21 0．7161NOL30A 04－37－2111 2135 1440 101

42－53－24 0．7269 11223612 1918 rOMBO， SK31A 1545 04－53－24 103

0．7560 11352241－42－42BO()MERANGI 9413 1790 KQ33A 1534 03－42－42

0．7183 11481544－24－042002 MEERII NOL30A 06－24－0414 1730 112

0．6854 12257211－40－33 49－40－332152 ()N[)lNE rK25A 225015 115

'ｿj-さまでした。

16II0600本部局「スルガ」とも交信できずレース

模様がまったくつかめず気をもむ。

1030「商腿」よりリタイヤの報告が入る。南伊豆

カツオ島にて座礁ただちにエンジンにて離脱，妻良港

に入港。もぐ=ﾉて点検すると艇体異常なしとの事。安

心するこのH､f,始めてレース艇の様子がわかる。
へ

江の島一清水レースを終えて
帆走委員長塩川孝二

71-115111100,他役興と艇長会議の準備を始める。

131540艇にて艇長会談を開く。6艇未参加。帆走指

状書に対-J-るf'I疑もあまりなく,1340解散．スタート

時刻を待つばかり。フジテレビがHIPPOを中心に批

影をしている。

1700コミッテイー・ボート「やまゆり」、マークボ

ートと共にスタート・ラインのセッテイングに向かう。

湘南港を南にまわるとifi南関の風5～6mうねりも多

少ある。ぞくぞくとレース艇がついてくる。1730ア

ンカーレッコ，凪に立てるがマークボートのリミット･マー

クなかなかきまらず，1745風向南南西直角に決める。

10分前数字旗Iを掲げる。ポートかスタボーか，風の

ふれをみて皆迷っている様だ。5分前P旗掲げ，1分

前かなりの艇がライン上をながしている。1800数字旗

I,P旗共降下,大半がフライング，ゼネラルリコール。

大きなレースにめずらしいことだ。15分後再スタート

上手有利大小入り乱れてタック上りのコースを引いて

ガスった中へ消えて行った。

15日2400沿岸三崎局無線指定艇「KOCHI」と交信

出来ず。0030三崎局閉鎖。通信委員の鈴木さん御苦

16上10400～0700の間に石廊埼をクリヤーしている

様だ。レース展開は案外早くなりそうだ。受入れバー

ス，及びフイニィッシュ扣当の打合せ，受入準備完了。

13L39U44s｢雲柱」がファースト・ホーム。％トンだ。

その後「無双｣｢GENTLEJANE」とワントンが統

き，1729「飛鳥」のフィニィッシュでレースは無事終

了。ただちに集計を始める｡2400頃までかかる。

外来の艇をバースヘ入る際に多少混乱したが．バー

ス委典の適切なる処置により所定の位置におさまった。

波もなく風が良く順調なレース運びによってコース・

レコードとなった。スタート当初より後はスピンランと

なり,1611朝』+1-く石廊埼より波勝にかけて風がなく2

時間近くただようこの時「高麗」がlノットの潮流に

より軽く座礁したようだ。以後SESの風によって真

追手のコースとなり，「雲柱」がワントンに1時間の

(12)



○FFSHORE昭和52年91115日第29号 昭和52年71121L’第三種郵便物認可

第4回江の島・清水レース成績表帆走委興長塩川孝二スタート52．7．15(金)1800

0qD

セーノレ

番号

石廊埼

廻航

＊公△、
小L、【ゴ

順位

フイニッンュ

タイム
修正時間クラス順位 名艇 背順 所嬰時間TYPE TCF

15L56"19sⅢ① 艇双 04501114L-37L08s 20L22L08s1767 H36 0．7825 232

1973 GENTLEJANE S＆S38 20－37－48 0.7948 16－23－48Z 0535 14－52－48 3 33

３ 1qRり
LJU臼 KOCHII S＆S38 0701 15－07－47 20－52－47 0.7863 16－25－03 346

CLARISSA1604４
｜
①
｜
②
｜
③

NOL34 0700 15－52－38 16 21－－37－38 0．7748 16－45－24 36

①Ⅳ 目言
エヤ2040 YA33 0420 13－39－44 19－24－44 0．7550 14－39－221柾

1987 DOZEN‐A DOU33 0540 15－00－02 20－45－02 0．7570 15－42－29 165

1257 PLUMERIAII SEV32 21－18－14 0．7509 15－59－49 270714 15－33－14 11

青海波2101 YA33 0700 15－29－00 9 21－14－00 0．7610 16－09－30 314

J÷

1 守Ⅲ 21－06－36 16－10－125 2097 GRA34 0.7660 qワ
リ凸0710 15－21－36 8

6 2120 DEDEm 16－09－10 21－54－10 0．7530 16－29－34 35YA33 0720 21

⑧TORNAI)OH 0．7258 15－00－52へ V（1） 1897 20－41－13GS30 0550 14－56－13 4

I)OLCEVITA 21－02－15 0．7226 15－12－062089 N30 0700 15－17－15 ７ 4②
｜
③
｜
④

AND‐EVE 15－29－42 10 21－14－42 0．7237 15－22－30 91619 0618NOL30

0．7258 15－27－59NIMBUSU DOI_ｱ30 0625 15－33－35 12 21－18－35 112004

偏 21－28－52 ８
８

５

５

２

２

７

７

０
０

15－35－27 13SERABIIII 0700 15－43－52 131910 DOU30

21－33－55 15－39－07 15陽 焔 GS30 15－48－551814 0710 156

卯月Ⅱ 15－48－29 21－33－29 0．7301 15－44－22 17
上0NOL30 14７ 2032 0700

15－47－53 1Q
▲ツ0．726916501青 雲 PAST 0645 15－59－01 17 21－44－018

0．7183 2022－04－11 15－51－090745 16－19－11 251672 GORGON NOL309

210．7290 15－51－46神露美U 0710 16－00－35 18 21－45－35SK3010 1433

15－55－36 2221－56－38 0．7258GS30 0700 16－11－38 2211 1960 HIPPO

22－05－05 0．7226 15－57－30 24CORAIL－BLUE YAC28 0700 16－20－05 ワワ
凸〃12 1854

15－58－28 2526 22－04－25 0．7237N30 16－19－252109 071713 CHICO

22－01－28 0．7258 15－59－07 26EMILY-H NOL30 0700 16－16－28 ワq白U162314

2822－02－41 0.7258 l6－00－OO24ヘ丈111 NAK30 0718 16－17－41180815

16－03－27 2916－08－52 21－53－52 0.7333KAU30 202008 0D1NW

TSUBAKURO

ARIADNEH

071716

0.7269 16－07－28 300705 16－25－57 30 22－10－57へ 17 1777 IMP30

②14－58－0321－52－23 0.6843OCN25 0717 16－07－231723 19VI(l

＠ 15－12－16 522－08－41 0.686616－23－41 29BOREASU 07301969 E727

③ 0.6878 15－12－48 622－07－09てんとう虫 0720 16－22－09 281800 ECUM

0.6878 15－15－47 ７22－11－29PIAS 0720 16－26－29 311927 DATELINI4

815－17－2022－20－34 0.6843翻車魚ハ 16－35－34
句n

．乙1936 07205 F727

0．6843 15－26－12 10ECUM 16－48－30 34 22－33－30YuKIm 0710６ 1671

15－32－420.6843 1ワ
▲と16－58－01 22－43－011050 36BUNBUNH1726 N26７

15－38－3722－54－04 0．6831 14OIDONU DOU26 1050 17－09－04 378 1996

1815－46－1223－02－44 0．68430747 17－17－44 38DOU26

VAN24

1978 SERENDIPTY9

＠ 22－37－15 0．6641 15－01－20雷 電 0750 16－52－35 351044N

15－32－350.692416－42－23 22－27－230716
旬n

JJTIARI YA2518512

23－14－30 0.7248 16－50－44飛 鳥 NOL30 0717 17－29－30 393 1430

D.N､F，高麗

(13）



○FFSHORE 昭和52年7月2111第三極郵便物認可昭和52年9月15日第29号

江の島~フリート主催

相模湾ポイント・レース成績表 帆走委員長藤井茂MORC1977年度7月10日

’’ 修正時間

（秒）
フイニッンュ

タイム

セール

番号
所要時間着順 TCF艇 名クラス順位 TYPE

Ｓ

３
２
８
３
２
２
６
３
９
４
４
０
４
６
８
６
６
６
５
３
６
６
７

１
０
４
４
４
２
４
４
０
４
３
４
３
３
５
２
１
４
５
１
５
３
４

ｍ
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

弘
岨
弱
Ⅲ
蛇
叫
帖
叫
鵬
妬
Ｗ
船
側
皿
岨
Ⅲ
哩
岨
岨
一
一
明
犯
塊
弱
一

ｈ
’
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

１
２
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

Ｓ

３
２
８
３
２
２
６
３
９
４
４
０
４
６
８
６
６
６
５
３
６
６
７

１
０
４
４
４
２
４
４
０
４
３
４
３
３
５
２
１
４
５
．
．
’
５
５
４
↓

ｍ
’
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
Ｆ
Ｆ
一
一
一
一
Ｆ

調
記
如
妬
鞭
棚
田
鞘
弱
別
卵
別
弘
弱
弱
弱
師
印
師
Ｎ
Ｎ
Ｍ
Ｗ
噛
別
Ｎ

ｈ
罪
圭
罪
鮨
罪
鍔
罪
罪
罪
半
生
罪
手
法
罪
罪
罪
罪
罪
Ｄ
Ｄ
↑
牛
半
生
，

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

１
１
１
１

５
９
０
０
０
０
０
０
１
８
７
７
８
８
８
０
８
７
７
３
８
１
３

７
１
７
３
５
３
７
９
６
５
３
３
５
５
５
９
４
３
３
４
７
３
４

肥
刀
乃
拓
布
祁
拓
氾
別
泥
泥
泥
泥
泥
泥
泥
泥
泥
泥
一
一
開
肥
粥
鎚
一

０
１
９
９
８
８
７
５
６
８
９
０
２
７
３
５
２
４
１
５
８
０
６

師
猫
妬
岨
弱
印
布
妬
別
別
弱
闘
餌
粥
沁
和
布
乃
汀
一
一
別
開
明
調
一

５
６
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
６
６

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

１
９
２
３
４
５
８
６
０
７
９
岨
皿
陞
脂
咽
陥
Ⅳ
旧
一
一
加
虹
配
麗
一

１

１

①
２
①
②
３
４
５
①
②
③
④
５
６
７
８
９
Ⅲ
皿
哩

Ⅲ

一
Ⅳ
Ｖ

Ⅱ ODA44a

RAN33A

DOU33B

N32A

YA33A

BW33A

BW33A

GS30B

NOL30a

DOU30A

N30A

NOL30A

NAK30B

GS30B

GM30A

SK30A

DOU30B

DOU30A

PASTB

GS30B

KAU30A

DOU26B

PASA

N26A

OCN25A

KQ25a

KAYSEVEN

潮風V

DOZEN－A

MAUPITI

,垂緯
＝1－坐

MARTHA

SEAnGER

DAKEU

U，F．O．

FESTA

CmCO

ANDEVE

MERLUZA

TORNADO－Ⅱ

TACHYON

神露美Ⅱ

LIBERTY－V

魁Ⅱ

GUERW‘1,A

TSURUGI

ODINⅥ

寿限無Ⅲ

DATELINE

WmTEMINX

ARIADNEII

もじゃもじゃさん

７
５
７
５
０
６
８
８
３
５
９
９
６
７
１
３
４
８
７
２
８
０
７
１
３
１

６
７
８
６
４
７
９
６
３
４
０
１
６
９
１
３
２
２
０
０
０
７
２
２
２
５

６
６
９
４
０
３
８
８
７
９
１
６
８
８
３
４
９
０
７
８
０
０
９
８
７
９

１
１
１
２
１
１
１
１
１
２
１
１
１
１
１
１
２
１
１
２
２
１
１
１
１

津、

０
０
０
０

①
②
３
４

Ⅵ

NORC近畿北陸支部
ポイント・レース成續表
17帆走委員長古川浩

差をつけてのフイニィッシュは立派でした。

二17H朝から雷が鳴り雨も強く降っている。表彰式に

は，大勢来るだろうか。1100頃より役員集り始める。

カップ等に刻名を急ぐ。1415「パサデイナ」にて表彰

式及びパーテイー。レースに対する問題も無くパーテ

ィーに入る。ウィスキー等も豊富にあり，楽しげであ

る。フィリピンのバンドが入り，ゴーゴー等も出て後

半雰囲気が一層もり上がる。1630解散のあいさつ。

全行事無事終る。

1977.7

ク
ラ
ス
｜
Ａ
ｌ
Ａ
ｌ
Ａ
ｌ
Ａ
ｌ
Ａ
ｌ
Ａ
ｌ
Ａ
ｌ
Ａ
ｌ
Ａ
ｌ
Ｂ
ｌ
Ｂ
ｌ
Ｂ
ｌ
Ｂ
ｌ
Ｂ
ｌ
Ｂ
ｌ
Ｂ
｜
’

21口]戦

ｲ‘'『順Time

Sail

No．
宍、

－－

ｵ昼占
ロ、』『bb' 累 計艇名

班
一
鋤
一
詑
一
諏
一
記
一
釦
一
釦
一
加
一
釦
一
鋤
一
調
一
巽
一
訂
一
調
一
窃
一
型
一
一

謎
一
酌
一
弱
一
記
一
配
一
幅
一
蛆

３
ｌ
３
ｌ
３
ｌ
３
ｌ
３
－
４
ｌ
４
ｌ
Ｎ

０
２
０
２
７
３
０

３
０
２
２
５
３
０

３
４
４
６
７
５
．
．
・
的
Ｆ

３
３
４
５
５
０

ANDALSIAⅢ

遵 風

めるへん

CASSIOPEIA

Mr･GOOFY

HYOTTOKO2′］

銀 河T

FLEUEBLEUR

FIRSTLADYII

風小イ曽

PArlRIARCH

楽 浪

矢寿Ⅱ

YELLOW

MARISOLEⅣ

YOUⅢ

NEROⅨ

１
ｌ
２
ｌ
３
ｌ
４
ｌ
５
－
Ｌ
ｌ
Ｌ
ｌ
Ｄ

１
０
２
９
３
５
８
７
７
４
６
２
５

４
５
２
３
９
５
３
７
１
３
５
５
３

６
７
０
９
８
９
０
０
１
９
９
８
９

１
１
２
１
１
１
２
２
２
１
１
１
１

娼
一
”

このレースに於て受入泊地の問題が一番頭をなやま

せた。NORCといえども地方では話の通らぬ事が多く

困りました。清水港ヨット協会理事長竹田氏始め，中

井氏，藤巻氏，他役員の皆様に大変お世話になりまし

た。

又，帆走指示書の作成にあたり，本部レース委員長

周東氏の適切なる助言本部事務局のII'Ji沢氏の卓越し

た事務処理により，此のレースが成功しました。共に

紙上をかりて厚く御礼申し上げます。
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スタート前日の浜辺浦はさながらボートショーの観を

呈した。今年デビューしたニューモデルのタイプ。とそ

の設計者と参加艇数は次の通り。

2トナー。FRE45(Frers)1隻

1トナー。DOU37(Peterson)2隻YA36(ヤマ

ハ）2隻,F110(Farr)1隻。

3/4トナー。YA33(ヤマハ)6隻,DOU33(Peterson)

5隻,GRA34(Finot)3隻GS33(Holland)1隻，

ORI33(VandeStadt)1隻。

1/2トナー。DOU30(Peterson)7隻,GS30(Holland)

3隻,N30(Kirby)3隻,F920(Farr)2隻VAC

28(Finot)2隻,KAU30(Kaufman)1隻。

1/4トナー。F727(Farr)5隻,N240(Wagstaff)

3隻PAP26(Finot)2隻,PIAS(VandeStadt)

1隻,H25(林)1隻。TAK(高橋)1隻。

第18回鳥羽パール・レース

渡辺修治（天城II)

1）参加艇

NORCのレースで東西を通じて最も人気のあるレー

スは鳥羽パール・レースであろう｡初期には親善レース

の意味が濃く，前夜祭では，「さがみ」艇長飯島氏が名

調子で各艇のクルーを紹介するのが恒例の人気行事で

へ轆霧臘照:呼鮠蝋蝋も 2）レース概況

6時の天気図によると，台風5号が石垣島附近をゆ

っくり西進中であるが，日本列島は太平洋高気圧にす

っぽりおおわれ，典型的な夏型の気象配置である。

1030のスタート時，弱いNEの陸軟風が吹いていた

が，レース艇はスタートラインの南端のコミッテイー

ポート附近に密集し，北端のマークボート附近からは，

セールが重なって，スタートの信号は殆ど見ることが

出来ない。

1100には風はSEに振れ,1300頃からは,12～15ノ

ットの安定したSが吹き出し,1I没迄続いた。全艇は

6～7ノットで快走し，日没前には浜松沖に達したが，

位置に大差はつかず，殆ど全艇が視認出来る距離内に

居た様である。

日が募れ，風が落ちてから各艇の間隔はバラバラに

なり，2100のロールコール時には，トップの大型艇は

御前埼附近に達したが，ラストグループは約20浬遅れ

ていた。フリートの御前埼S通過時刻は2100～0030と

推定される。

、レースの最大の山場は駿河湾横断の夜明けにやって

来た。風はSからSWに振れ，あるかなしの風を探し

て歩くレースになった。克明に風にスピネーカーを合

" Fig.1〃ILFig,1

第14回（1973）には96隻次の年からは100隻の大台

を越えた。レースの内容もコンペテイテイブになって，

新艇，新クルーのシェークダウン，腕試しの良い機会

になっている様である。

昨年と今年の参加艇数の内訳は次の通りである。

19761977

クラスI～II23(1)

111713(4)ノノ

ノノ Ⅳ 1527（11）
ノノ V3541(11)
ノノ Ⅵ2922（1）
ノノ N1615(1)

計104121（29）

1977の（）内数字は，昨年，今年と続けて参加した

艇の数であるが，意外と少ない。3/4トナーのクラス

Ⅳは昨年の15隻から27隻と大幅に増したが，その内の

11隻は昨年来の常連である。所が1/4トナーのクラス

へⅥでは昨年の出場艇は僅か’隻であり，このクラスの
新陳代謝のはげしさには驚かされる。

今年の新参加艇は，国際的に著名な新設計のレベル

レーティングクラスのプロダクション・モデルが多く，

潮

’7／qIl
8Z.､ご竺

"i";II(宿廊埼）
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三浦市ヨット・モーターボート税の針路

野上・三浦新市長の国税構想に賛成

神奈川県三浦市は，昨年10月1日より唐突とヨット．

モーターボート税条例を施行したことから，オーナー

側の強い反発を呼び，6ケ月におよぶ粉糾を重ねたこ

とは周知の通りである。この間，市の条例強行を阻止

し，我々オーナーと市の間で取交わした確認書を尊重

させるべく，千余艇のオーナーが結束して抵抗を重ね

た記憶は未だ新しい｡

そもそもこの税は，地方税法による法定外普通税と

して，三浦市が自治省の許可を得て実施したものでは

あるが，自治省はその許可に際して，この税がわが国

へで初のものであり，かつ高額の税であり，ましてや納
税義務者となるオーナーの98％の者が三浦市に選挙権

を持たない非居住者であるということから，（1納税者

には条例施行前に十分な説明をし理解を得て実施する

こと。(2)税の種目は法定外普通税であっても，税の使

途にはヨット・ボートのために目的税的に配慮するこ

とが望ましい－と当然の指導をされていたのである。

にもかかわらず,木村・三浦前市長は,この自治省の指

導を軽視して，条例施行前に1lulの説明も協議もせず

に強行したのが粉糾の原点であったことを忘れること

はできない。

実はこの税について，関係者や識者の間では，当初

から適法妥当性を欠く疑いを指摘されていたり，さま

ざまの困難が予想されていたのである。それは，国内

レースや外国遠征なと．に出向くヨットの三浦での停係

泊や出入りを把握して正確に課税でき得るのか。三浦

市の区域内に停係泊する艇を課税対象としているが，

海面におよぶ市の区域を法律的に確定し得るのか，ま

た市の徴税権が及び得るのか。事業用資産の名目で償

へ却資産税の納付をしている艇は非課税とするとしてい
るカミそれならば課税対象となるものも，艇の経過年数

■■■■■■●■q■■■■■■■■■■■ぬ■■■■■■■■曲●■岫■■■■■■■■■何■■■■■■■■■■■■■■■■白■■■■■■■■■■■■

わせ，一時も休まず東に走りつづけた艇と，ローリン

グでスピネーカーをつぶし半ば諦らめた艇とで，大き

な差がついた。つまりFig.1に見る様に石廊埼S通過

の時刻に大きな差が生じ，早い艇は下げ潮の東流に乗

って難なく神子元島をかわしたのにくらべ，遅れた艇

は大潮II寺の逆潮で，下田沖で思わぬ時間を食ってしま

った。

クラス1111位のく美濃〉は,0925に石廊埼を通過し

てから7時間26分後に~フイニイッシユしているが.1200以降

に通過したく桃太郎><CONCORDV>等は,~フイニイッシ

ュ迄に9時間30分かかっている。

クラスV1位の<REDSHARKII>と,私のく天城II>

は,日没時には並んで走っていたが,<REDSHARKII>

シーボニアマ'ノンクラブ常if幹聯

ﾖγ卜ﾓー ﾀー ボーﾄ税対策特別委員会常任雲‘！野田武男

に応じた課税標準をもとにし，かつ償却資産税と同

率相当額でなければならないのではないか。ヨット

とポートの課税標準に大巾な差異があるが，その評価

基準設定に不合理がないか。公有海面上に停係泊して

いる艇と高額の固定資産税の課税被体であるマリーナ

に陸置する艇と同率同額の課税をすることには問題が

ないのか，重複課税的な疑いはないのか－など枚挙

にいとまがない。ましてや隣のマリーナが横須賀市な

ら，同じ海の仲間でも課税されないとすれば，果たし

て正常な納税意識を保たせることができるだろうかと

懸念されていた。

過般の市長選挙で新しく選ばれた野上・新三浦市長

は，これらの点を思量され,「移動性の高い客体を対象

とするヨット税は，本来三浦市だけが行なうことに問

題があり国税に移管してゆきたい」と就任初の記者会

見で抱負を披露されたのである。これは海洋日本にお

ける健全な海洋スポーツ，海洋レクリエーション発展

への国の政策との関連を洞察されたものと思われ，

まさに行政経験豊かな高い見識にもとづくものであり，

心から賛成し敬意を表するものである。このように国

税を指標する方向は設定されようとしてきたが現実面

では宿題が滞り，市は確認書によるオーナー側との約

束にそって，52年度の課税を現在も留保し条例の運用

を凍結されている。これは行政上異常な姿であり，長

期間放置することは許されない筈である。この上は，

ヨット・モーターボート税の税制全般を早急に見直し，

不合理なところを是正してもらい，柔軟な現実的惜置

をもって，当面一日も早く正軌道に乗って運営される

ようになるべきであり，信頼と道理を尊重される野上

新市長の新しい展開に期待したいと願っている。

（昭和52年8月15日起草）

Ⅱ■■■■■■■毎■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■即■■■■■■■■■■■間■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■陣■■■■■■

は，フランカー,シューターを使いこなして石廊埼を1030

に通過後9時間12分でフイニイッシュしたのにひきかえ，

〈天城II>は微風の追手を走り切れず，石廊を1340に通

過し，フイニイッシュ迄に殆ど11時間を要した。

レーティングの低いクラスⅥは足が遅い為，殆どの

艇の石廊埼通過は1330以後となって，フイニイッシュ迄

11～12時間かかっているが,1位の<AGUAAZUI､>唯1

隻,1100に石廊埼を通過し,9.5時間でフイニイッシユ

しているのは,1/4ﾄﾅｰにあるまじきｽピｰドポテ

ンシャルである。

Fig.2は，参加全艇のR(レーテイング・吠）とET

（所要時間，秒）をプロットしたものである。
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N.O.R.C.誕生の年(1) 関根久

シルハーカップの由来一(3)

1954年1月2011，三越前の精養軒で発会式が開かれ

ています。どうしたわけか．全然私の記’|意にないので

す。多分，事前の準附，当日は進行係と忙しくて，ゆ

っくり会合に参力||出来なかった為と思います。

その時のレース計画では3月27日、､タテヤマレース'′

となっていますが，木更津・米空軍ヨットクラブから

の要請で、‘キサラズレース'′が行なわれています。こ

のレースは27H夕方スタートの予定が、ヨコスカ米海

軍から、､天候がよくないから，明朝に延期すべし″と

命令が出て，2811朝9時にスタートしています。出走

は12隻,Aクラスぱ､KAZAHAYA'',､､HI-UN'ｲ､､BU-

CCANEER'′（米海軍),、､MUYA''，、､MOCHADI-

CK''，、℃KITIMARU'′の6隻。お吉丸は80沢のケツ

チ。我々が舷側へへばりついてヒールを起しているの

に，デッキに並んでポケットへ手を入れて肌戦してる．

と言った大きな船でした。Bクラスは､､SAKURA'',

､BRIGITTA'′(MAYAと同型),､､MAYA'′、､DONG

GAME'',､､HAGOROMO"の6隻。このレースは、､S

AKURA'′、､BRIGITTA''，、､MAYA''の順でフラッグ

をとっています。私はスタートの直前まで各艇の安全

検査をして，とびのりでスタートラインへ向かいまし

ました｡'|荒てていたので，トッピングリフトを引いた

まま木更津のマークまで走り，何故か走りが悪いので

気が付いた様な仕末です。

第2回のレースは4月24日1700横浜スタートの、､タ

テヤマレース″です。Aクラス5",Bクラス7隻と

計12隻の出場でした。その当時は横須賀の走水と富津

の間に防潜網がありました。大きな鉄のブイを浮かせ

て，そのブイとブイの川を金網でつないであるのです。

あれと比べたら今あちこちにある定iifi網なんか小さな

ものです。走水近くに100m程の通路が|＃Iいているの

ですが，その州11部を夜中に兇付けるのは一苦労でし

た。敵の（どこかわかりませんが）潜水艦が入ってこ

ない様にしてあるのですから，標識灯などは無論あり

ません。これを抜けるとやっと海へ11'1,たと言う感じか

したものです。

このレースは、､ALBATROSS''1位,2位が､､M-

AYA'',3位､､MOCHADICK''の順でした。当時の

T.C.F・は､､アルバ''.60,，､MAYA''.61,，､MUYA'′

は，．N.F・でしたが.67になっています。

次はいよいよ花の大島レースです。5il6日説明会

出走12.3隻ですから，皆顔見知りで楽しいものでした。

スタートは，5月28日,1200,葉山です。

私は恥かし乍らそれ迄，三崎と伊東を結ぶ線より南

へ行ったことのない憶病者です。すべて福永さんを頼

りにしていました。ところが大変なことに，レースの

数||前，福永さんは大事なところを手術して入院，と

てもレースどころではない，と言うことになってしま

いました。残ったのは、‘アーゴノート″で大島へ一度

行ったことのある慶応のOB1名，学生1名、コアシ

ロの臼井さん（まだ若者でした）と私の4人です。海

はどこも同じだから1''1とかなるさ･･…･と出走すること

になりました。その頃のクルーザーは，ライフライン

もスタンションもないのですよ。

スタート前夜は明け方の4時迄かかってストームジヘ
ブを直しました。スピンも自作です。勿論セールはす

べてコットン。MUYAだけがナイロンのスピンを持っ

ていました。ロープもコットンです。セールなど水に

濡れたら重くてもち上がらないのです。スピンは勿論

ダラリとなってしまいます。

当LIは朝から北東の吹きっぱなし,10mは充分吹い

ていたでしょう。何しろ，葉山を1200にスタートして

初島廻航1500,大島にとりついたのが1800,竜王廻航

が2000と言う早さです。12隻のヨットが一列に並んで

スピンで快走。見事でした｡､､MUYA''は1浬位前にい

ましたが,､､MOCHADICK''の次に3悉下で走って
いました。34IR,281沢についで23吠の、、MAYA'′で

健闘です。千波崎でリーフ。､､MOCHADICK''は昔の

ポイントリーフです。こちらは新型のローラーリーフ。

風下を楽に抜いて北上。大島をはずれる頃に一度､､M

UYA''を見ました。あと100m位だったのですが，そ

のまま先行しました。その時のうねりは大きかった。

うねりのテッペンではビュービュー吹いているのに，へ
谷底へ入るとベロンコになるんです。こんなうねりは

それ以来見たことありません。

大島から葉山迄ヨットの影も見ず北上しました。フ

ィニッシュのマークは，保安庁の巡視艇です。そのこ

ろはレースの度に出してくれて，大変に心強かったも

のです。さてトップかビリかわかりません。ハーハー

を兇ると1本アルミのマストあり。、､MUYA'′が入っ

てます。巡視艇上の横山さんから声あり「あと1分で

入れば優勝ですよ｣，その気で50秒でフイニッシュした

ら，計算ちがいで6分差で2位でした。

初めて出て，23吠艇で，22時間で走ったのですから．立

派なレコードだと思っています。それ以来，何一|･回も大島

をまわり乍ら，まだ一度も大島へタッチしたことのないお

かしなヨットマンの話です。

又，来月，台風のタテヤマレースのおはなし……。
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1978年クオータートン世界選手権
準備委員会よりのお知らせ

NORCレース委員会■

<NORC本部・関東支部合同レース委員会〉

第61同1本部・関東支部合同レース委員会が7111211(木）

船舶振興ビル会議室において開催され，「第2711'l大島レー

ス（5／21)」について鎌田稔帆走委員長代理より報告があし）

次いでNORC外洋レース現!1ﾘ第6条（順位決定及び賞）

－4項の改正（第58Inl理事会承認）に従い，本部・関東支

部レース委員会内規一「賞」に関する規定一について

審議し，下記決定した。

記

本部及び関東支部が主催するレースにおいて，レース艇に

授与される賞は，各クラス毎に出艇申需艇の数に応じて，

以下のとおりとする。

出艇申告艇数2~3,4~6,7~10,11～15,16~20,21~25

賞の数123456

へ但し，出艇申告艇の数が25艇を超える場合には，帆走委
員会の決定により、7位以下の艇にも賞を授与することが

できる。

Q-Tonプレ枇界選手権大会兼77年全[{本選手権大会

も間近にせまってまいりました。参加予定の各艇にお

かれましては，トレーニングに，諸準備に，全力をつ

くされていることと思います。

さてエントリー〆切期Hも近づいており(1977年NO

RC外洋レースー覧表,､℃FFSHORE''21号別刷実施要

項，23号参照，〆切日10月14n(*)1700)ますので，

参加希望の方は下記要項で必ず期l1までに，参加料を

添えてNORC木部へ申込んでください。尚，郵送の方

は10月1411の消印まで受け付けます｡(!tII]に遅れたエ

ントリーは一切受け付けませんので念の為）

(注）佐島マリーナ係留については，7月15｢1付のア

ンケートに梓えられた方を第1優先とします。次に地

方支部の方を優先的に受けつけますが．希望者多数の

場合には抽選を行ないます。

記

I
Q-TONプレll堺選手権大会兼1977年乍ll本選手権大会

エントリーフォーム‐レースへのお誘い
艇名 SailNo

《佐島フリート主催沿岸レース》

佐島フ;ノートキャプテン概飼′|､面

下記により第21ul佐島フリート主催沿岸レースを開催致

しますので藷って御参加下さい。

記

本レースはNORC外洋レース規則及びIYRUレース脱!lll

並びに帆走指示書の規定に従って行なう。

1日時10月2日（日）

スタートllOOタイム・リミット1600

Ⅱコース佐島一葉山一小網代一佐島

Ⅲ参加資格IoRMARK-mまたはNORC-NRULEによ

へる有効なレーテイングを所有し，かつ,1975-NORC安
全規則-安全基準カテゴリー第3種以.'2の安全検査に合格

している艇。

Ⅳ出艇申告・艇長会議

1.日時10月1日（土)1900～2100

2．場所佐島マリーナ

3．必要書類所定の出艇申告謀

4.出肥料l艇2,0()OPI

5．参力II料1名5001リ

V賞各クラスの第1位より第3位までの艇にはウイニ

ング・フラッグが授与される。

Ⅵ表彰式詳糸Ⅲは"OFFSHORE''によりお知らせ致し

ます。

〔注〕問合せ先帆走委員長鈴木雄彦

’二｜宅0468-73-2247

勤務先（)3-543-6()51

艇種

オーナー名

オーナー住所 TEI』

連絡先 TEL

佐島マリーナ係留希望有無

私はIYRU規則,R本外洋帆走協会レース

規則，帆走指示書を守り，自己の責任に於

いてレースに参加申込み致します。

'77年HAWAII-TOKYORACE中止／

〈太平洋横断ハワイ・東京レース実行委員会〉

1977年太平洋横断ハワイ・東京レースは参加の申込

みが7月20日の締切日までに月光V1隻のみであった

ため，残念ながら中止となりました。
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全長……･…・・

水線長････…・・

最大幅………

吃水･…･…･…

排水量…．．･･･・

バラスト……

全セール面積

補機…ヤンマー
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資料ご希望の方は－

〒438．静岡県磐田市
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